
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 巻 2 号，1925年，54－56頁；54頁。
⑻　稻垣足穗「ヰタ・マキニカリス──Biographically」





店──A merry tale」『中央公論』大正12年 7 月
号， 1 －39頁。














ようである（Larisa Usmanova, The Türk-Tatar 
Diaspora in Northeast Asia: Transformation of 
Consciousness: A Historical and Sociological 
Account Between 1898 and the 1950s, Tokyo： 
Rakudasha, 2007, p. 214, note 184）。
⒁　稻垣足穗「新月挿話」『FANTASIA（Fantasia：
詩の本）』（上田屋書店） 2 輯，1929年，25－27頁。


















































































年 7 月）『西東三鬼読本』（『俳句』昭和55年 4 月
臨時増刊）角川書店，204－205頁；205頁。
39　『西東三鬼全句集』，598頁。
40　1938年から東京にもエジプト人が数名いるの
は，その年の 1 月に在神戸のエジプト領事館が
廃止され，代わって東京にエジプト公使館がで
きたためであろう。拙稿「神戸モスク建立前史」，
47頁を参照。
41　外務省記録K.3.7.0.15「在本邦外国人ニ関スル
統計調査雑件」第四巻収録「在留外國人名簿」。
この資料については，拙稿「神戸モスク建立前史」
の註70（54－55頁）を参照。
42　筆者によるインタビュー（2005年 6 月16日，
神戸）。キルキー氏は1927（昭和 2 ）年に名古屋
で生まれ，1937（昭和12）年ごろから神戸で育っ
た。
43　『西東三鬼全句集』，582－583頁。ここではエ
ルバ氏が「エルバ島」ではなく「コルシカ島」
で生まれたことになっているが，いずれにせよ
真偽は不明である。
44　なお，『神戸』は（『続神戸』『俳愚伝』などと
合わせて）1977年，NHKの「ドラマ人間模様」
─　　─（　 ）328109
昭和期の日本文学における在日ムスリムの表象（2）──神戸篇（前篇）──
シリーズの一篇として『冬の桃』という題でド
ラマ化され（脚本：早坂暁，主演：小林桂樹，
全 7 回），エルバ氏は「マジット・サレム」と名
前を変えられた上で，実際にエジプト人バハー・
ザグルール氏によって演じられた。
45　『放浪記』に出てくる神戸の「トルコ人」につ
いては，拙稿「昭和期の日本文学における在日
ムスリムの表象（1）──東京・朝鮮篇」，85（262）
頁を参照。
46　谷崎潤一郎『谷崎潤一郎全集』第18巻，中央
公論社，1982年，319頁。
47　前掲註16の文献を参照。
48　『蓼喰ふ蟲』（1928－29）には，主人公である
斯波要のなじみの女として，神戸山手の娼館に
いるルイズという外国人娼婦が出てくる。本人
いわく「波蘭土（ポーランド）の生れ」，「母親
の方に土耳古人の血が交つてゐる」という。「栗
色の斷髪に茶色の瞳をした種族」でありながら
日本語を巧みに話し，肌は「白皙でない」が，「要
を最初に惹きつけたものはその何處やらに濁り
を含んだ淺黒い皮膚のつや
0 0
であつた」。しかし，
後で要がボーイから聞いたところでは，「ほんた
うは朝鮮人と露西亞人との混血兒」で「彼女の
母は今でも京城に住んで」いるという（谷崎潤
一郎『谷崎潤一郎全集』第12巻，中央公論社，
1982年，147－149頁）。
49　『遠藤周作文学全集』第 6 巻（短篇小説I），新
潮社，1999年，110頁。
50　柏木薫・志村有弘・久坂葉子研究会編『神戸
残照　久坂葉子』勉誠出版，2006年，449頁（444
頁の年譜も参照）。久坂は相愛女子専門学校の音
楽部ピアノ科にいたことがある。
51　小石忠男「回想・久坂葉子」『久坂葉子研究』
Vol.3（没後五十年記念号），2003年，43－47頁；
43－44頁。久坂葉子（川崎澄子）は神戸川崎財
閥の系譜につらなる家の生まれで，父は川崎重
工専務取締役，父方の曽祖父は川崎造船所の創
設者（川崎正蔵）だった。
52　前掲の沢田和彦『白系ロシア人と日本文化』
を参照。
53　富士正晴『贋・久坂葉子伝』筑摩書房，1956年，
14頁。
54　柏木薫「その日の久坂葉子」『神戸残照　久坂
葉子』 3 －16頁；10頁。
55　「古蘭よ」『久坂葉子全集』第 3 巻（戯曲・詩・
俳句・日記），佐藤和夫編，鼎書房，2003年，
206－207頁。「古蘭」は，作中の語り手が陶器類
を日本に持ち帰らせるため朝鮮に送り出す娘の
名前として出てくる。おそらく久坂の「柳河の人」
（1952）で言及されている朝鮮からの引揚者であ
る「某工芸家」のエピソードと関連があるのだ
ろう（『久坂葉子全集』 2 巻，2003年，299頁を
参照）。
56　『久坂葉子全集』第 3 巻，201－202頁。
57　同上，284－285頁。
58　同上，287頁。
59　拙稿「神戸モスク建立前史」など。
（客員研究員　大阪大学言語文化研究科講師）
─　　─（　 ）329108
